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平成 28 年 4 月 

契約締結時点における設計単価変更の取扱いについて 

平成 24年 8月より，試行的に運用しておりましたこのことについて，市場における労務及び資材等の

取引価格を的確に反映した積算を行うことを目的とし，本格運用として新たに取り扱いを定めました。 

 

設計単価変更の取扱い 

１ 受注者は，当初契約締結後に本取扱いに基づき，請負代金額の変更の協議を請求するこ

とができるものとします。 

 

２ 発注者は，上記 1 の協議を受けた際には，契約時点の仙台市単価等で設計金額を再計算

し，遅滞なく請負代金額の変更契約を締結するものとします。 

 

なお，詳細は契約時設計単価変更の取扱いの運用をご確認ください。 

対象案件 

 平成 28 年 4 月 1 日以降に発注を行う予定価格 100 万円以上の工事等 

 

 注１）工事請負契約書により締結する工事のほか，除草業務委託，積算体系が工事積算に準じて

行う業務委託や単価契約案件も対象となります。 

 注 2）緊急を要し指示書により，補修や修繕等の工事を先行させる工事等は対象となりません。 

 注 3）対象となる工事等には，現場説明書等に本取扱いの対象となることが明示されております。 

 

 



対象設計単価 

 変更対象とする設計単価は，労務単価，資材単価，市場単価，複合単価及び機械賃料等としま

す。 

 なお，歩掛，処分費及び工事毎に見積り又は特別調査により策定した単価は，原則，変更の対象と

なりません。 

 

適用年月日 

平成 28 年 4 月 1 日 
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